
                                                     

                                            
１ 単元名 「走れメロス」を読んで批評する～構成や展開、表現の仕方を評価する～ 

２ 単元の目標 

  「走れメロス」を読んで、細部の叙述や物語全体の構造について批評することが

できる。 

３ 単元の評価規準 

・自分なりに気付いたことを基に、作品を批評しようとしている。。 

【国語への関心・意欲・態度】 

・話の展開の仕方、場面や登場人物の設定の仕方をとらえ、気になったり、感じた

りしたことを書き出している。                 【読む能力】 

・細部の叙述や物語全体の構造について自分なりの評価を書いている。【読む能力】 

・表現の技法や抽象的な概念を表す語句、慣用句や漢語表現などに留意しながら文

章を読んでいる。             【言語についての知識・理解・技能】 

４ 教材 「走れメロス」太宰治 

５ 単元の指導計画 

 主な学習活動 指導上の留意点 

第
一
時 

 

 

○ 教科書の教材「走れメロス」を批評

するという目的意識を明確にし、学習

の見通しをもつ。 

○ 使われている語句の効果など、表現

上の工夫を捉える。 

 

 

○ 「批評」とは、「対象と

する事柄について、そのも

ののよさや特性、価値など

について論じたり、 評価

したりすること」という意

味で、良い点を見つける視

点も含まれていることを

確認させる。 

○ 批評する際に用いる語

彙を例示し、 批評するこ

とへの足がかりにさせる

とともに、感想文との違い

を、使用する語彙からも捉

えられるようにする。 

○ 他の小説を読む学習に

広げるようにする。 

第
二
時 

○ 話の展開の仕方、場面や登場人物の

設定の仕方を確認し、内容が理解し

やすかった表現（場面）や理解しに

くかった表現（場面）取り出す。 

第
三
・
四
時

（
本
時
） 

○ 前時で取り出した表現（場面）を基

に、細部の叙述や作品全体の構造に

ついて批評する。 

第
四
時 

○ 学校図書館で小説を探して読み、場

面の展開や表現の仕方を評価して、

気が付いたことをメモする。 

６ 本時の学習（３・４/５時間） 

①前時に取り出した、内容が理解しやすかった表現（場面）や理解しにくかっ

た表現（場面）について確認する。 

②批評する際に用いる語彙について考える。 

・感想を述べる際に用いる語彙と批評する際に用いる語彙を挙げる。 

・挙げた語彙が、内容の是非によってどのように使い分けられるのかを

考える。 

③細部の叙述や作品全体の構造について批評する文章を書く。 

④自分の批評を見直す。 

・それぞれの批評の内容をグループで交流する。 

・「走れメロス」に対する自分のものの見方や考え方を振り返る。 

４ 授業展開例：第３学年 物語や小説などを読んで批評する展開例 
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青
山
さ
ん
は
、
【
本
の
紹
介
カ
ー
ド
】
に
あ
る
「
比
喩
を
用
い

た
表
現
」
に
着
目
し
て
【
本
の
一
部
】
を
読
み
、
感
じ
た
こ
と
や

考
え
た
こ
と
な
ど
を
あ
と
の
【
読
書
の
記
録
】
に
書
い
て
い
ま
す
。

あ
な
た
な
ら
【
読
書
の
記
録
】
の
〈
心
に
残
っ
た
一
文
〉
と
〈
感

想
〉
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
書
き
ま
す
か
。
次
の
条
件
１
と
条
件

２
に
し
た
が
っ
て
書
き
な
さ
い
。  

 

な
お
、
読
み
返
し
て
文
章
を
直
し
た
い
と
き
は
、
二
本
線
で
消

し
た
り
行
間
に
書
き
加
え
た
り
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。   

条
件
１ 

〈
心
に
残
っ
た
一
文
〉
は
、
【
本
の
一
部
】
か
ら
、
比

喩
を
用
い
た
表
現
が
含
ま
れ
る
一
文
を
抜
き
出
し
て
書

く
こ
と
。 

 

条
件
２ 

〈
感
想
〉
は
、
条
件
１
で
取
り
上
げ
た
表
現
に
つ
い
て
、

「
誰
（
何
）
」
の
、
「
ど
の
よ
う
な
」
様
子
か
ら
を
明
確

に
し
た
上
で
、
あ
な
た
が
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と

を
具
体
的
に
書
く
こ
と
。 
１ 出題の趣旨 

 
 

「本の紹介カード」を見て、実際にその本を読
み、感想を「読書の記録」に書く場面を設定して
います。登場人物の言動の意味を捉えたり、場面
の展開や登場人物の描写に注意して内容を理解
したりするとともに、表現の仕方について自分の
考えを具体的に書くことを求めています。 

 

２ 学習指導要領に示されている言語活動例との関連 

〔第２学年〕 Ｃ 読むこと 

  ア 詩歌や物語などを読み、内容や表現の仕方について感想を交流すること。 

 

３ 学習指導要領における領域・内容 

〔第１学年〕 Ｃ 読むこと 

  エ 文章の構成や展開、表現の特徴について、自分の考えをもつこと。《自分の考えの形成》 

〔第１学年〕 伝統的な言語文化や国語の特質に関する事項(1)イ 

  (ｵ) 比喩や反復などの表現の技法について理解すること 

 

【出題と関連する「読むこと」の教科書教材（教育出版）】 

表現の仕方について捉え、自分の考えを書くことができるかどうかをみる。 
調査問題は、調査対象学年の下学年
の学習内容からも出題されています。 
出題の趣旨を踏まえ、全ての学年
で、教科書の教材分析を行い、授業改
善に取り組んでみましょう。 

単元の学習課題：小説を読んで批評会をしよう。 

〔第２学年〕 

・随筆の味わい ・ガイアの知性 

・二千五百年前からのメッセージ 

・学ぶ力 ・レモン哀歌 

・走れメロス 

〔第３学年〕 

・私 

・歴史は失われた過去か 

・文化としての科学技術 

・故郷 ・自分自身に 

〔第１学年〕 

・オツベルと像 

・花の形に秘められたふしぎ 

・言葉がつなぐ世界遺産 

    
・学習指導要領の言語活動例に示された
スピーチ、ポスターセッション、討論
など多様な言語活動を取り入れます。 

・「スピーチ原稿を書く」、「おすすめ
の本を推薦する」などの言語活動を５
つの言語意識から具現化します。 

   ポイント１ 

   指導計画に言語活動と５
つの言語意識を位置付ける 

 

【本展開例の５つの言語意識】 

①目的意識：小説を批評して楽しむために 
②相手意識：学級の友達に対して 
③場面意識：自分の解釈を伝え合う批評会

において 

④方法意識：批評する根拠や批評会で使
う言葉を明確にして伝える 

⑤評価意識：細部の叙述や物語全体の構
造について批評できたか。 

   
・「なぜそのように感じたのか」、「文章のどこからそのように考えたのか」などに

ついて、根拠を明確にして書くことが大切です。 

・自分の考えを書く際は、比喩や反復など、既習の表現技法を生かすため、文章を読

んで心に残った言葉や文、感想などをノートに書き留めておき、それを基にして自

分の考えを表現する活動が考えられます。 

・感想や批評に関する語彙の使い分けに着目させることにより、「読み手に～という

視点を与えている」、「～という点が巧みだ」、「～という点で矛盾している」な

ど、「自分が何に着目してどのように判断したのか」という思考を促すことにつな

がります。 【感想や批評に関する語彙の使い分けの例】 

   ポイント３ 

   根拠を明確にして感じたことや考えたことを書く活動を位置付ける 
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・場面の展開や登場人物などの描写に着目

して文学的な文章を読む際には、それぞ

れの場面や描写を個別に捉えるだけで

なく、複数の場面や描写を関係付けて読

むことが大切です。 
・指導に当たっては、登場人物の心情や表

現の仕方について自分なりに評価し、交

流する学習活動が考えられます。 
・その際、描写の効果について評価するな

ど、客観的、分析的に読み深めるように

指導することも重要です。 

   ポイント２ 

   複数の場面や描写を関係付
けて読む活動を位置付ける  

【複数の叙述を関連付けるワークシート例】 

◆◇小説を読んで批評会をしよう◇◆ 
作品名：「走れメロス」太宰治 

１
気
に
な
っ
た
箇
所 （

引
用
①
） 

２
そ
れ
に
対
す
る
批
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（
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分
な
り
の
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釈
） 

３
批
評
を
深
め
る （

引
用
②
） 

※
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が
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れ
た
の
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※
文
章
の
他
の
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結
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い
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４
批
評
を
深
め
る 

（
自
分
の
経
験
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※
自
分
の
生
活
経
験
で
思 

い
出
す
こ
と
は
な
い
か 

※
こ
れ
ま
で
読
ん
だ
本
の 

内
容
で
思
い
出
す
こ
と 

は
な
い
か 


